
１　科目名 書道Ⅰ ２　履修学年 第３学年

３　必修・選択 必修選択 ４　履修単位 ２単位

５　教科書

６　副教材等

７　学習目標

月 学　習　単　元

4 書写から書道へ

5 書道で学習すること

6 文字の造形を学ぶ「楷書」

7 楷書の学習

9 行書の学習

10 草書の学習

11 隷書の学習

12 篆書の学習

1 仮名の書の学習

2 漢字仮名交じりの書の学習

3 漢字仮名交じりの書の学習

年　　間　　授　　業　　計　　画

　　光村　図書

なし

書写から書道への理解を深め、文字の変遷と美しさを感じ文字文化を深く理解し書の表現を
する。

８　年間授業計画

学　習　事　項　等

書写から書道への意識と知識を得る。

文字の変遷とさまざまな書体を学習する

文字の造形を学び、唐時代の四大家の書作品を臨書して
学ぶ。

楷書の基本を学び、古典臨書する

行書の基本を押さえ、表現を広げる。表情豊かな行書。

草書の特徴を理解し、「真草千字文」の臨書を通じて学
ぶ。

毎時間の目標と提出物によって総合的に判断する。授業への取り組み姿勢もみる。

１０　学習上の留意点

毎時間使用する書道道具（特に教科書と半紙）の準備、忘れ物をしないことも大事である。

隷書の特徴を知る。漢時代の「曹全碑」の臨書を通じて学
ぶ。

篆書の特徴を理解し、秦時代の「泰山刻石」の臨書を通じ
て学ぶ。

仮名の成立と種類を理解し文字の造形を学ぶ。

伝達から表現へ。イメージを文字で表現する。

伝達から表現へ。イメージを文字で表現する。色紙作品の
製作をする。

９　評価の観点・方法


